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は じ め に

緑の募金事業は、緑のボランティア活動を支援し、国民参加の森林づくり運動とし

て展開することにより、国内はもとより地球規模で森林づくりを進めることを目的と

して、平成８年以降｢緑の募金法｣に基づき、全国で、森林の整備、緑化の推進、緑の

国際協力の３分野の事業を実施しています。

高知県では、公益社団法人高知県森と緑の会が｢緑の募金｣への寄附を募り、その管

理運営を行っています。寄附いただいた｢緑の募金｣は、高知県内での活動に使われて

おり、その内の４割程度が各団体等の行う地域に密着した森や緑に関わる公募事業に

使われています。

平成 21 年度の公募では、23 団体から 23 件の申請がありました。初めて申請し

た新規の団体が 11 団体であり、公募事業への新しい団体の要望が多い年度でした。

しかしながら、近年の高知県の厳しい経済状況の中、公募事業の原資となる緑の募

金自体の収入は、前年度実績は過去最低となりました。地域での取り組みを支援した

いものの、募金額が低いという現状でしたので、運営協議会の意見を聞きながら、事

業の実施に無理がないよう７割程度の減額査定で、21 団体に総額 461 万円の交付決

定をいたしました（実績は 438 万円）。

ご協力いただいた方や関係者に対して緑の募金の成果を報告し、緑の募金の意義や

役割を認識していただくことは、今後の募金活動を維持・発展させていくうえで大変

重要です。そこで、毎年度、この実績報告集を作成し、関係者に配布するとともに、

当会ホームページで掲載し、各事業概要についてご紹介しています。県内の団体の皆

様におかれましては今後の活動の参考にしていただくとともに、県民のみなさまの緑

の募金への理解の一助になれば幸いです。

今後とも、緑の募金へのご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

なお、平成 20 年度まで公募事業として募集していた「地区･支部実施事業」につ

いては、当会が公益社団法人に移行したことによって、直営事業の中で予算配分を行

うこととなりましたので、報告書への掲載は省略させていただきました。

公益社団法人高知県森と緑の会

力強い森づくり
高知県内における水源林の保全(水源の

森づくり)･整備や下刈･間伐などの森林

育成、上流域と下流域の連携によって行

われる森林づくり、里山の保全活動など。

みどりの創造
地域の緑化計画や緑化運動(緑

の街づくり、緑の少年団活動、

学校林づくり)など、高知県内で

の緑化に関する普及啓発活動。

地球を救うみどりの回復
高知県民が行う国際緑化事業(熱帯雨林

再生、砂漠化防止など)への参加や林業技

術者の派遣。
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平成２１年度緑の募金公募事業概要一覧表
番
号

地
区

事業名 団体名 実施場所 事業概要
団体
の所
在地

実績額
交付

決定額

【森林の整備】

1
安
芸

松林再生事
業★

（新)
脇地常会

室戸市元脇地
(国道55号線沿い
北側の山林(延長
約470m)）

かつて元脇地海岸一帯には黒松が植えられ、防風・防
潮林として保護されていたが、国道55号線建設時に伐
採され、保安林の指定も解除された。この度、防災・環
境・景観保護の観点から松林の再生が行われることに
なり、3月22日に地域住民等90名が参加して850本の抵
抗性クロマツを植裁した。

室
戸
市

409,000 476,000

2
安
芸

妙見山森林
復元事業

共生森の
会

安芸市穴内スス
原「妙見山」（実
施場所は市有
林）

安芸市「妙見山」で自然の森を回復させ、未来に役立
つ「千年の森」づくりに取り組むため、雑草の生い茂る
0.5haを下刈り・根の除去・穴掘り･シカ避け柵の修復
等、植樹に向けて事前の整備作業した。5月31日の植
樹行事では参加者16名が、ケヤキ、アカマツ、クリ、モ
ミジ等、17種類の木を333本を丁寧に植裁した。

安
芸
市

200,000 200,000

3
中
央
東

ふれあい21世
紀の森づくり
事業

（新)
物部川21
世紀の森と
水の会

香美市物部町ヒ
カリ石国有林と別
府山国有林

森･川･海の連携による流域再生の取り組み・連携を更
に強固なものにするため、大切な森を守り育てる活動
をとおした環境教育の推進と流域の一体化をすすめる
ことを目的とし、①植樹体験を3月21日、②間伐体験バ
スツアーを11月14日に流域関係者（JA土佐香美、国土
交通省、高知工科大学生等)の参加のもと実施した。

香
美
市

300,000 300,000

4
中
央
東

おおなろ野外
活動の森づく
り

おおなろ野
外活動の
森づくり実
行委員会

高知市おおなろ
の森

地域住民を中心に身近な環境の改善運動に取り組
み、大人から子どもまでが自由におおなろの森の中を
散策できるよう、下刈りや間伐の実施、児童への自然
の良さの普及活動を行う予定だったが、事務局体制が
整わず中止となった。

高
知
市

中止 60,000

5
中
央
東

アジロ自然の
森整備事業

（新)
アジロ山の
自然と環境
を守る会

県有地アジロ山
周辺（高知市朝
倉字アジロ山
1152番24号)

県有地アジロ山（高知市朝倉己）は、不法投棄等のゴミ
問題を抱えているが、都市住民の身近な自然体験の
場所として、四季折々に親しむことのできる「市民の憩
いの場」をつくるために、4月5日に子どもを含む地域住
民ら50名で桜や紅葉等160本を植裁し、5、6月で3回森
を一巡できる遊歩道を整備した。

高
知
市

350,000 350,000

6
中
央
東

環境学習林｢
すくすくの森｣
における林内
整備

(新)
学校法人
若草幼稚
園

環境学習林「すく
すくの森」（高知
市朝倉字鏡岩己
1163-26、学校法
人若草幼稚園所
有)

すくすくの森の間伐及び間伐後の処理（堆肥化）を行う
ことで、保護者の協力を得ながら、園児や大人が入林
しやすい、明るい森林環境整備をおこなって植物の多
様性を高め、堆肥化することで自然の環境（物質循環）
を学べる環境づくりを行った。

高
知
市

222,000 235,000

7
須
崎

四万十流域
間伐推進事
業

四万十樵
塾

四万十町（旧大
正町）

四万十川流域において、ボランティア団体の活動の場
とし、四万十森林管理署と協定を結んだ「市ノ又ふれあ
いの森（21.58ha）」で1.1haの間伐を実施した。(平成16
年度から5年間公募事業を活用して森林の整備として
間伐を実施してきた。今後は独自に活動を進めていく
予定。）

四
万
十
町

64,000 100,000

8
須
崎

ふるさとの森
づくり事業

高知葉山
会

高岡郡津野町北
山地区（風車足
下）

ふるさと葉山のために、会員が主体となって、風力発
電・林道開設に伴い発生した残土で埋め立て造成され
た津野町北山地区の土地へ、4月19日に参加者、津野
町長を含め30名で記念植樹を開催し、「ふるさと葉山の
森づくり」を行った。

高
知
市

350,000 350,000

1,895,000 2,071,000

【緑化の推進】

1
安
芸

むろと2000本
桜の会 桜育
成事業

むろと2000
本桜の会

室戸市広域公園

室戸広域公園を桜の名所と市民の憩いの場にすること
を目指して管理しており、平成16年2月に1600本植樹し
た後補植した合計約1650本の桜を維持するため、草刈
りや施肥等、作業を4～10月の間にのべ10日実施し
た。

室
戸
市

200,000 200,000

2
中
央
東

｢高知子ども
森林インスト
ラクター養成
講座｣(第8期)

高知子ども
森林インスト
ラクター養成
講座運営委
員会

香美市（おもに情
報交流館）

子ども達が森林に理解を深め、学校や地域の森林学
習においてリーダーに養成することを目的とし、月1回
程度の講座（定期講座及び番外編(キャンプを含む))を
実施。講座は体験型で、その前後に座学を行い、森林
環境･生態に関することと木の有効利用に関することを
体験しながら学んだ。

香
美
市

270,000 270,000

3
中
央
東

みんなでやろ
う 自然再生
の取り組みを
～三嶺山系シ
カの被害防止
活動

（新)
三嶺の森を
まもるみん
なの会

香美市奥物部三
嶺系

ニホンジカによる食害で危機に立つ三嶺の森を守り、
後世に豊かな自然を残すために、行政とも協力して取
り組んだ啓発活動。国(四国森林管理局･環境省)、県、
流域3市、国土交通省、諸団体と力を合わせて植生防
護柵と幹へのネット巻きを2回実施した。参加者は①4
月11日105名、②5月30日161名。

香
美
市

270,000 270,000

8団体8件
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※ 事業交付決定総額は、４，６０５千円。実績ベースでは総額４，３７２千円を交付した。

※ ★印森林の整備１の「松林再生事業」については、平成２１年度公募事業へ申請され、交付決定されたが、平
成２１年３月内に事業が完了したため、当会の会計年度としての扱いは平成２０年度事業としている。

平成２１年度緑の募金公募事業概要一覧表
番
号

地
区

事業名 団体名 実施場所 事業概要
団体
の所
在地

実績額
交付

決定額

4
中
央
東

鳶ヶ池中学校
学校林を活用
した森林環境
教育

（新)
南国市立
鳶ヶ池中学
校PTA

鳶ヶ池中学校学
校林

鳶ヶ池中学校の各学年における演習林及び森林環境
教育活動に取り組み。1年生は学校で森についての学
習とツリークライミング、学校林1日訪問・雑木の除伐作
業を体験した。２年生は高知県森林総合センター情報
交流館にて環境学習を行った。中学校3年生分は南国
市が負担（1泊2日の学校林活動)。

南
国
市

220,000 220,000

5
中
央
東

森の仕事発
見学習

高知県林
業改良普
及協会

香美市土佐山田
町繁藤上穴内溝
渕林業作業地
甫喜ヶ峰森林公
園

森林・林業(山)での作業現場(仕事)や森林の構成状況
と環境への役割りについて学習するために、甫喜ヶ峰
森林公園及び繁藤穴内川上流において、森林の仕組
みと役割や森と水のつながり、樹木観察、高性能林業
機械による山での作業見学等「森の仕事」を、親子等
30名が参加して発見学習を行った。

高
知
市

82,000 94,000

6
中
央
東

布師田ふれ
あい広場整備
事業

(新)
布師田の
未来を考え
る会

布師田ふれあい
広場（高知市布
師田1647）

布師田地区コミュニティ計画として住民組織が進めてい
る｢子どもたちから高齢者まで幅広い年齢層が集える
広場づくり」して、間伐材を活用した東屋のテラスと看
板を高知工業高校の生徒達の協力を得て5月に作りは
じめ、7月3日に完成した。間伐材の有効利用をとおして
森の大切さへの意識が高まった。

高
知
市

269,000 270,000

7
中
央
東

高ノ森の宝の
山を守る会記
念植樹

(新)
高ノ森の宝
の山を守る
会

高ﾉ森(高知市)

高知市旭地区の小学生が、環境学習をとおして芽生え
た「自分達の宝の山である高ノ森の環境を守りたい」と
いう自発的な想いや活動を守り育てるために、小学生
192名(旭小学校5年生と横内小学校6年生)と保護者･
地域住民合わせて260名が桜の苗木を植樹し、高ノ森
の環境づくりを行った。

高
知
市

157,000 166,000

8
中
央
西

バイオ資源で地
球を救おう！
(四国のてっぺ
んから
MOTTAINAIを
発信！)

土佐の森･
救援隊

いの町本川長沢｢
未来の森｣

次世代の環境保全を担うべき小学生に、もったいない
運動を身近に楽しみつつ理解してもらうため、10月10
日、１日林間学校を行った。内容は、森の活用としての
木材の有効利用等の森林環境学習や、間伐、ケヤキと
イロハモミジの植樹、林地残材集積・搬出作業、間伐材
のマイ箸づくり等、各種体験をしながら研修できた。

い
の
町

165,000 200,000

9
中
央
西

日高村総合
運動公園周
辺等植樹事
業

(新)
日高村グラ
ウンドワーク
推進協議会

日高村総合運動
公園周辺

日下川調整池に隣接する日高村総合運動公園にて、
11月29日イロハモミジ36本(高さ2m)の植樹を行い緑化
を推進するとともに、日下調整池と一体的な環境整備
を図った。会員、地元住民と小学生18名が協力して植
樹を行い、植樹後は公園でカヌー体験をする等自然と
親しんだ。

日
高
村

100,000 100,000

10
中
央
西

横倉山のヨコ
グラノキから
学ぶこと

横倉山自
然の森博
物館友の
会

越知町横倉山

牧野富太郎博士が発見・命名したヨコグラノキや豊か
な植物層を生んだ横倉山の地質の観察会を地元小学
生達と開催。その中で、遊歩道沿いの木の根の保護を
する腐葉土の散布や学校で育てるヨコグラノキの種の
採取も行った。また、ヨコグラノキ等の説明をする看板
を２基設置し、地域から山や緑の大切さを発信した。

越
知
町

196,000 196,000

11
須
崎

浦分地区の
緑化

(新)
興津浦分
部落会

四万十町興津浦
分興洋公園

四万十町興津「浦分興洋公園」にヤマモモ60本と桜100
本の植樹を4月10日、地区住民37名が参加して実施し
た。この公園のグラウンドは、地域の人口の減少で今
では使われなり、草刈り等の管理が必要となったため、
地域の憩いの場となる木を植えることで、今後の地域
行事で使用していく。

四
万
十
町

218,000 218,000

12
須
崎

森と水のふれ
あい教室

母なる大地
四万十の
郷 水と森
を考える会

各市町村森林組
合(幡東、四万十
中央、大正町、窪
川町、須崎地区)

母なる大地四万十の郷、水と森を考える事業として、緑
化推進･木材ＰＲ活動として、一般の方に木の温もりや
自然の緑の大切さを理解していただくために、所属各
森林組合管内で苗木の無料配布や木工教室を行い、
のべ500人が参加した。

四
万
十
町

200,000 200,000

13
幡
多

つつじの植樹
土佐清水ラ
イオンズク
ラブ

土佐清水市総合
公園内

土佐清水市内の公園整備のため、4月19日に土佐清
水総合公園でツツジを250本植樹した。この公園を緑地
公園の憩いの場として広く利用してもらえるような整備
ができた。

土
佐
清
水
市

130,000 130,000

2,477,000 2,534,000

4,372,000 4,605,000

13団体13件

公募事業（森林の整備・緑化の推進） 合 計
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森林の整備.５

アジロ自然の森整備事業
アジロ山の自然と環境を守る会

高知市朝倉己８３－１２

●活動の概要

植樹は、遊歩道沿いへ１６０本（モミジ、ヤマザク

ラ、ヤマグリ、ヤマガキ）を丁寧に植樹した。遊歩道

は、少し緩やかな道を新たに４００ｍ作り、山頂より岩

場に沿って展望台まで下山するコース２００ｍに２０

ｍｍのロープを張り、体験型の遊歩道とし、安全ロー

プも張り、みんなが安心して森を一巡できるようにし

た。ベンチ・テーブル作りでは、分解して資材を担ぎ

あげるのに苦労した。また、桜の保育間伐を行い、

「アジロ自然の森」で子どもや市民が安心して自然

散策のできる環境整備の事業を行った。地域住民の

参加はもちろん、森林ボランティアの支援を得て実

施することができた。

【募金事業の概要】
●事業日と場所

①植樹作業：平成２１年４月５日（のべ５０名参加）

②遊歩道拡張：５月１６･１７日、６月２１日(のべ２５名)

③ベンチ椅子づくり：５月１６･１７日（のべ１０名作成）

④桜の保育:５月２３･２４日

●目 的

平成２０年９月１日に高知県と「県有財産無償貸付

契約書」を締結。アジロ山周辺の素晴らしい自然環

境を後世に残し、不法投棄等のごみ問題を抱えて

いる山から、高知市民や県民が訪れることのできる

美しい自然体験の場に再生することを目的とする。

植
樹(

ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
指
導)

／
間
伐
材
を
活
用
し
、
ベ
ン
チ
を
つ
く
る
／
完
成
し
た
ベ
ン
チ
に
座
る

植
樹(

開
会
式
で
木
の
植
え
方
を
説
明
す
る)

森
へ
か
け
る
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
の
巣
箱
づ
く
り
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【２年生の具体的な取り組み】

テーマ：学校林の樹木を活用した木工作品づくり（森

林の有効な活かし方）

①（１年生と同じ）、②学校林の樹木（除伐材等）を利

用して、バードカービングを行い、学校へ展示し、卒

業時に記念品として持ち帰る。③森林のはたらきや

森林管理の実態

について学び、

より有効な森林

の活用方法につ

いて考える。

【３年生】

学校林の整備と

保全をテーマに

取り組む。学校

林での１泊２日

の合宿等を実施

（経費は市の予

算で対応(緑の

募金事業外)）

緑化の推進４

鳶ヶ池中学校学校林を活用した森林環境教育
南国市立鳶ヶ池中学校ＰＴＡ

南国市東崎５３０ 南国市立鳶ヶ池中学校

▲学校林にある「清風荘」前でこの日の作業の説明を受ける生徒達(１年生)

【募金事業の概要】
●事業日と場所 １年生：平成２１年１１月２回（鳶

ヶ池中学校）、１２月（学校林）、２年生：１回（森林総

合センター｢情報交流館｣）、３年生：学校林現地（市

予算）

●各学年のねらい

各学年で取り組みのねらいを設けて実施する。

１年：親しむ→２年：活用する→３年：保全・整備

●活動の概要

【１年生の具体的な取り組み】

テーマ：学校林での活動をとおして、森林に親しみ、

身近な存在としての意識を持つ

①６０余年の学校林の歴史を、ＯＢや保護者、地域

の方々の協力を得て、伝統としての学校林活動の重

みを認識することで学校林の価値に気付く、②ツリ

ークライミング、③森林と野生生物の関係や自然環

境の変化について知る、④ネイチャーゲーム・学校

林内探索活動（遊歩道整備を含む）等、学校林を活

用して自然とふれあう機会づくり、⑤教科（技術）の

授業において学校林の木材を利用した作品づくり

▲学校林整備･枝打ちを体験(３年生)

▲バードカービングに挑戦(２年生)

▲林内の雑木を除伐(１年生)

▲森林が持つ機能の学習(１年生)
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松林再生事業
室戸市元甲 1981 番地

脇地常会

妙見山森林復元事業
安芸市下山 628-18

共生森の会

森林の整備.１

▲カッパを着ての作業

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年３月２２日

●事業場所 室戸市元脇地国道５５号線北沿い

●目 的 かつて脇地海岸一帯は黒松が植え

られ、防風潮林として保護されていたが、国道５５号

線建設時に伐採され、保安林も解除された。また、

国道の両脇に残った松林は、松くい虫の被害で衰

退している。以前と比べ、松林に守られていた居住

区では、台風時の強風や大波の振動が強く感じるよ

うになった。そこで、防災・環境・景観保全の視点か

ら早急に松林再生に取り組むことを目的とする。

●活動の概要

元地区の住民９０名が参加し、抵抗性の黒松の苗

木８５０本を植樹した。当日は小雨の降る中、住民が

力を合わせて作業を行った。

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年５月３１日（植樹）

●事業場所 安芸市穴内スス原｢妙見山｣

●目 的 妙見山森林復元事業を実施して自

然の森づくりを行い、自然の森に妙見山を回復させ

るとともに、「千年の森」づくりに取り組み、未来に役

立つ森づくりに貢献する。

●活動の概要

５月３１日、１７種類の苗木３３３本を植樹した。

当日は、しっかりと耕し、植えた苗木の根元の周り

へは、乾燥防止としてかんな屑と枯れた雑草を置

き、たっぷりと水やりをした。参加者の最高齢９２歳、

安芸市の広報誌でも募集し、会員、安芸市担当を

含め１６名で実施した。

植樹のための準備として、草刈り、植樹場所の草

根除去と穴掘作業を行うとともに、害獣侵入防止柵

の修復をした。

森林の整備.２

▲地区住民が大勢参加･協力して植えた

▲植樹後は、かんな屑や刈り草をかけ水やりをした

▲今回の参加者
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ふれあい21世紀の森づくり事業
香美市土佐山田町大平 80 番地

高知県立森林研修センター『情報交流館』内

物部川２１世紀の森と水の会

環境学習｢すくすくの森｣における林内整備
高知市本町５丁目２番 18 号

学校法人若草幼稚園

森林の整備.6

▲植え穴の周りに、かんな屑を準備

森林の整備.３

▲｢すくすくの森｣は｢森のようちえん｣の実践フィールド

▲保護者の協力を得て、森の整備を行った▲手鋸による間伐作業

▲ケヤキの苗木を植樹

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年１１月１９日と２４日

●事業場所 環境学習林すくすくの森（高知市朝

倉鏡岩己）

●目 的 地元住民等の手による間伐等をとお

して、「すくすくの森」の林内を明るくし、下層植生を

豊かにすることで、都市近郊の里山林、そして鏡川

流域における生き物の豊富な森として地域社会に

印象づけること。「すくすくの森」は、園が森のようち

えんの実践をしている環境学習の場である。

●活動の概要

保護者の協力を得ながら、園児や大人が入林し

やすい、明るい森林環境整備を行って植物の多様

性を高め、堆肥化することで自然の環境（物質循

環）を学べる環境づくりを行った。

【募金事業の概要】
●事業日 ①植樹：３回（平成２１年３月１７・２０・

２１日）、②間伐：１回（１１月１４日）

●事業場所 ①物部町別府山契約国有林、②物

部町ヒカリ契約国有林

●目 的 ～森・川・里･海はみんなで守るもの

～という視点に立ち、流域の連携により、大切な森を

みんなで守り、流域を再生するための活動を行う。

●活動の概要

３月には地ごしらえと植樹、１１月には山の手入れ

間伐体験を実施した。３月は、ＪＡ土佐香美、ＪＡ長

岡、香美市商工会、高知大、高知工科大、住友共

同電力、物部森林組合、国土交通省等のべ１１４人

が参加。１１月は２２名が参加して、幅広い流域関係

者の協力により取り組みを行うことができた。
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四万十流域間伐推進事業
高岡郡四万十町琴平町 3-14

四万十樵塾

ふるさとの森づくり事業
高知市大津乙 1000-1

高知葉山会

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年４月から１１月まで毎月１回

実施

●事業場所 高岡郡四万十町市ノ又

●目 的 四万十川流域において、森林ボラン

ティア活動として、四万十森林管理署と協定を結ん

だ「ふれあいの森」において、間伐等を推進し、水源

かん養、土砂流出防止等の森林環境の維持保全に

努めることで公益の増進に寄与する。

●活動の概要

４月から１１月までにのべ６日間、会員による作業

を実施し、１．１ｈａの間伐を実施した。

「四万十樵養成

塾」で間伐ボランテ

ィアを養成している

が、参加者が固定

され減少している

のが今後の課題。

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年４月１９日

●事業場所 高岡郡津野町北山地区

●目 的 ふるさと葉山のために、会員が主体

となって「ふるさと葉山の森づくり」を行うこと。昨年度

に引き続き、２回目の実施。

●活動の概要

４月１９日、会員２３名、町から津野町長をはじめ

役場職員あわせて７名にも参加いただき、総勢３０

名で記念植樹を実施。場所は、風力発電・林道開

設に伴い発生した残土で埋め立て造成された土

地。まず、記念式典を行い、会長が挨拶をし、町長

津野町副議長等から祝辞をいただき、続いて、記念

植樹を行った。今回植えたのは、ドウダンツツジやオ

ンツツジ、ヒメシャラ等１５０本。記念碑を設置した。

森林の整備.7 森林の整備.８

▲風車の連なる場所での植樹

▲今回の参加者で記念撮影

ま
だ
経
験
が
浅
い
メ
ン
バ
ー
に
は
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
安
全
を
確
保

間伐場所まで道具を

持って登る
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むろと2000本桜の会桜育成事業
室戸市室戸岬町 2946-1

むろと２０００本桜の会

高知子ども森林インストラクター養成講座
香美市土佐山田町大平 80 番地

高知県立森林研修センター『情報交流館』内

高知子ども森林インストラクター養成講座運営委員会

【募金事業の概要】
●事業日 平成２1年４月～１０月にのべ１０日間

●事業場所 室戸広域公園

●目 的 平成１６年２月、約１６００本の桜植樹

祭を行った室戸広域公園にて、桜の管理、育成、捕

食等をし、桜の名所となることを目指す。また、下草

刈り等の維持管理作業を通じて、広域公園に愛着と

親しみを持ってもらい、広域公園が市民の憩いの場

となることを目的とする。

●活動の概要

会員を中心に、

草刈りや桜の木

への施肥等の維

持管理作業を行

った。８月以外ほ

ぼ毎月実施。

緑化の推進.１

▲[第４回講座]里山樹木図鑑づくり(樹木観察後に作成)

緑化の推進.2

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年４～１１月（講座１１回実施）

●事業場所 高知県立森林総合センター（香美

市）、せせらぎの郷（安田町）、高知市土佐山地区の

森林、室戸市青少年自然の家など

●目 的 子どもたちが森林に理解を深めなが

ら、学校や地域の森林学習におけるリーダーとなる

人材を養成すること

●活動の概要

ほぼ月１回「森林環境・生態」と｢木の有効利用｣に

関する講座を実施。里山や樹木観察、間伐作業の

見学や体験、木工クラフト体験等。特に、第５・６回

講座は安田町での夏のキャンプで、水生昆虫や馬

路村千本山の森と巨木観察等、森と川の学習と、ゆ

ず加工場見学や田舎料理体験等山村の暮らしと産

業を学習した。受講生１９名が高知大学生らスタッフ

の運営で、年間を通じて各分野の講座を受講した。

▲草刈りの実施 ▲[第８回講座]林業見学(伐採方法の説明後間伐体験)

▲桜の補植作業

▲美しい花を咲かせるようになった
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三嶺山系シカの被害防止活動
香南市野市町大谷

三嶺の森をまもるみんなの会

森の仕事発見学習
高知市本町 4-1-35

高知県林業改良普及協会

緑化の推進.３ 緑化の推進.５

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年①４月１１日、②５月３０日

●事業場所 三嶺山系カヤハゲと韮生越周辺

●目 的 ニホンジカの食害により、危機に立

つ三嶺の森を守り、次の世代に引き継ぐため、食害

を防ぐための樹木へのネット巻きと下層植生を護る

ための防護柵の設置を行うことで、県民への啓発と

少しでも自然再生を手助けすることを目的とする。

●活動の概要

県民に対するシカの被害についての啓発活動を

兼ねた、シカ食害防護ネット張り活動を、２回実施し

た。中部森林管理署や流域３市（香美市・香南市・

高知市）の協力を得て、高知大学・高知工科大学、

流域関係団体の参加を得て、４月は総勢１０５名、５

月は１６１名で実施した。市長や市議会からも参加

があり、マスコミも取材でとりあげてくれた。

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年８月７日

●事業場所 高知県立甫喜ヶ峰森林公園及び高

性能機械の作業地（香美市繁藤）

●目 的 森林･林業(山)での作業現場(仕事)

や、森林の構成状況と環境への役割について親子

で学習し、森とふれあう体験により、森林に対する理

解を深め、豊かな情操と森林愛護の思想を培う。

●活動の概要

午前中は、甫喜ヶ峰森林公園で樹木を観察し、

草木の名前を学習し、植物採取と標本の作り方を学

んで、実際に木や草の葉の標本作品を作った。午

後は、繁藤穴内川の穴内ダムや上流の林業作業場

において、森林の仕組みと役割、森と水の関わりを

学習し、高性能林業機械による山の作業を実際に

見ながら、森の仕事発見学習をした。参加者３０名。

みんなでやろう
自然再生の取り組みを

▲防護柵のポールやネットを持って目的地へ登山

▲力をあわせて植生の防護柵を張っていく

▲木や草の葉っぱの標本をつくる子ども達

▲高性能林業作業機械を見るのは初めて
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布師田ふれあい広場整備事業
高知市鷹匠町２丁目 1-43

布師田の未来を考える会

高ノ森の宝の山を守る会記念植樹
高知市鷹匠町２丁目 1-43

高ノ森の宝の山を守る会

緑化の推進.６ 緑化の推進.７

▲植え穴の周りに、かんな屑を準備

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年５月１３日～７月３日

●事業場所 布師田ふれあい広場（高知市）

●目 的 布師田地区に子どもから高齢者まで

幅広い年齢層が集える広場づくりを行う。

●活動の概要

この広場は、緑化推進・里山保全学習、世代間交

流、災害時の避難場所などの視点をもつ目的広場

として布師田地区住民と高知市の協働により、平成

１８年度から整備にあたってきた。

今年度は既に設置している東屋の加工と布師田

地域の史跡案内版の設置を実施した。材料は間伐

材を用いて、高知工業高校の生徒達を中心に協力

いただいて作製し、地域住民が協力した。

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年２月２８日

●事業場所 高ノ森（高知市高ノ森２３０５－４）

●目 的 旭地区の小学校にて行われた高学

年を対象とする環境学習をとおして、芽生えた「自

分たちの宝の山である高ノ森の環境を守りたい」とい

う子ども達の自発的な想い、活動を守り育てること。

●活動の概要

２月２８日に高知市高ノ森に通じる道路脇に桜の

苗木５０本の植樹を行った。当日は、旭小学校の 5

年生と横内小学校の６年生あわせて１９２名の児童

と、保護者や地域住民その他６８名が参加した。

▲東屋に住民が集える木のオープンデッキを作った

▲高知工業高校の生徒さんが中心になって作成

▲地域住民や保護者も協力して植樹

▲たくさんの子ども達が参加しました
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バイオ資源で地球を救おう!( )
吾川郡いの町天王北 4-6-4

ＮＰＯ法人土佐の森･救援隊

日高村総合運動公園周辺等植樹事業
高岡郡日高村本郷 61-1

日高村グラウンドワーク推進協議会

緑化の推進.９

▲手鋸による間伐体験

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年１０月１０日

●事業場所 吾川郡いの町長沢「未来の森」

●目 的 次世代を持つ子ども達等を対象に、

森林環境改善のために行われている森林整備（間

伐）などにより発生する「バイオ資源（現地発生材・

林地残材）」を徹底的に利活用し、そのことが二酸化

炭素吸収など地球環境の改善にどのような意味をも

つのかを、実践活動を通じて体験・体感するため。

●活動の概要

夏休みに 1 泊２日で行う予定だったが、参加者の

確保が難しく、変更して１０月１０日に実施。森林環

境学習、間伐体験、林地残材集積・搬出･運搬活

動、植樹、木工教室（間伐材のマイ箸づくり）、ツリー

イングを参加した子どもが体験し、森林の役割や木

質資源の活用を学んだ。

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年１１月２９日

●事業場所 日高村総合運動公園

●目 的 県下最大の内陸型湿地で自然の宝

庫である日下川調整池に隣接する日高村総合運動

公園の周辺に紅葉等も楽しめるイロハモミジを植樹

し、緑化を促進すること

●活動の概要

公園の西進入路沿いにおいて、イロハモミジ（高

さ約２ｍ）を３６本植樹した。参加者は、会員や地域

住民、小学生ら１８名。

四国のてっぺんから
MOTTAINAIを発信！

緑化の推進.８

▲林地から材を搬出する

▲力をあわせて植えた

▲木の植え方の説明を聞く子ども達
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横倉山のヨコグラノキから学ぶこと
高岡郡越知町越知丙 737-12

横倉山自然の森博物館内

横倉山自然の森博物館友の会

浦分地区の緑化
高岡郡四万十町興津浦分 2055

興津浦分集会所

興津浦分部落会

緑化の推進.11

▲横倉山の案内看板を２ヶ所に設置

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年１０月１２日～１１月２１日

●事業場所 横倉山

●目 的 横倉山を訪れる多くの方々が、大地

が育む森とその機能について学べる環境づくりを行

い、地域から山の緑の大切さを発信すること。

●活動の概要

豊かな植層を生んだ山の地質や、牧野富太郎博

士が発見・命名し、今なお現存するヨコグラノキ。の

べ４８名が参加し、観察会と看板設置を実施。参加

した小学生達は、遊歩道でむき出しになった木の根

を守るため、腐葉土を袋につめて山に登った。合せ

て、ヨコグラノキを校庭に植樹するため、種を採取し

て苗木を育てることを試みることにした。また、ヨコグ

ラノキの基準木解説と地質解説板を設置し、地元住

民から森や緑に対する認識を高める機会となった。

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年４月１０日

●事業場所 浦分興洋公園（四万十町興津）

●目 的 現在ではグランドとして使用されなく

なったこの公園では、草が繁茂する等管理が必要と

なっている。そこで、部落民が花見等のできる地域

の憩いの場として活用できる公園づくりをし、いろい

ろな行事で使用するため。

●活動の概要

４月１０日、地区住民３７名が参加し、桜（ソメイヨシ

ノ）１００本とヤマモモ６０本を植えた。

緑化の推進.10

▲今回の参加者

▲植樹のようす

▲観察会でヨコグラノキを見上げる子ども達
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森と水のふれあい教室
高岡郡四万十町替坂本５

高知県森連高幡共販所内

母なる大地四万十の郷水と森を考える会

つつじの植樹
土佐清水市寿町 11-16

商工会館２階

土佐清水市ライオンズクラブ

▲植え穴の周りに、かんな屑を準備

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年７月２５日～１１月１５日

●事業場所 須崎地区、幡東、窪川町、四万十中

央、大正町の森林組合

●目 的 一般の多くの人々に木とのふれあい

をもってもらい、木のもつ良さ、森林のもつ重要な役

割を理解していただくため。

●活動の概要

５つの森林組合が特色のある行事に取り組んだ。

須崎地区森林組合と幡東森林組合では、産業祭で

各２５０本の苗木の無料配布を行い、窪川町森林組

合では、夏休みに木工教室を開催。四万十中央森

林組合と大正町森林組合では、産業祭で苗木の無

料配布と木工教室を実施した。苗木の配布をとおし

て地域の緑化の推進に貢献し、木工教室では親子

のふれあいと自由に作品を作り、木に親しんだ。

緑化の推進.12 緑化の推進.13

【募金事業の概要】
●事業日 平成２１年４月１９日

●事業場所 土佐清水総合公園（土佐清水市清

水字笹原谷）

●目 的 緑地公園の緑化整備

●活動の概要

土佐清水総合公園に、ヒラドツツジ２５０本をクラブ

会員で植栽して地元の緑化環境整備を行った。

▲ヒラドツツジの植栽のようす

▲植栽のようす

▲四万十中央森林組合の木工教室(11 月 15 日)

▲幡東森林組合による苗木の無料配布(10 月 24 日)
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※ ｢森と緑の会だより２００９冬号（２００９(平成２１)年１２月１２日発行）｣ 掲載記事
当
会
の
会
報｢

森
と
緑
の
会
だ
よ
り｣

で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
公
募

事
業
で｢

緑
の
募
金｣

を
活
用
し
て
活
動
で
き
た
御
礼
に
と
、
子
ど
も
達
が
募

金
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
と
い
う
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
左
の
２
団
体
以
外
に
も
、
公
募
事
業
を
と
お
し
て
、
行
事
中
や
団
体
の

メ
ン
バ
ー
間
で
、
募
金
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
報
告
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
県
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
寄
附
で
、
高
知
県
内
の
地
域
や

団
体
の
取
り
組
み
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
取
り
組
み
に
参
加
し

た
り
、
募
金
の
活
用
先
を
知
る
こ
と
で
、
募
金
に
協
力
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
広
が
り
、
ま
た
募
金
が
あ
つ
ま
り
、
そ
し
て
活
用
さ
れ
る･

･
･

。
そ
ん
な

循
環
が
生
ま
れ
れ
ば
、
郷
土
の
森
を
も
っ
と
元
気
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

平成 21 年度緑の募金公募事業で助成した｢若草幼稚園｣と｢南国市立鳶ヶ

池中学校生徒会｣の2団体からも。緑の募金で活動させていただいたお礼に、

と募金に取り組んでくれました。集まったお金は｢緑の募金｣に寄附してくだ

さいました。

▲鳶ヶ池中学校では全校集会にて生徒会から寄附▲若草幼稚園児が直接募金箱へ。

若草幼稚園からバザーで自分達が販売した売上金から募金をしたい

と連絡をいただき、平成２１年１２月１６日(水)、同園を訪れました。ホール

で一列になって園児一人一人が募金箱に募金をしてくれました。さら

に、みんなで元気いっぱいの大合唱。クリスマス間近で、素敵なクリスマ

スプレゼントをいただいたかのようで、とても心があたたかくなりました。

２月１日(月)、今度は鳶ヶ池中学校生徒会から。学校をあげて緑の募

金に取り組んだとの連絡をいただき、中学校を訪れました。川合理事長

が受け取ると、あやうく箱を落としそうなほどみんなの気持ちがずっしりと

つまっていました。どちらも、公募事業に申請して活動を行っており、そ

のお返しをしたいとの気持ちで取り組んでくれたとのことです。

両方に出席した川合理事長、横山事務局長ともどもいわく、涙が出る

ほどうれしかったとのこと。みなさん、本当にありがとうございました。

左：理事長から一人ひとりの胸に緑の羽根を

つけた。

右：公募事業は｢すくすくの森整備事業｣。保

護者が中心となって森を整備した。

左：公募事業は

「鳶ヶ池中学校

学校林を活用し

た森林環境教

育」。１～３年

生がそれぞれ森

林環境教育を

実施しました。

右：寄附の際に

よびかけたチラシ

と募金のずっしり

とつまった箱。
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・緑の募金に関するお問い合わせ

・緑の募金事業に関するお問い合わせ

公益社団法人 高知県森と緑の会
〒780-0870 高知市本町５丁目１番５０号 中沢ビル４階

TEL：088-855-3905 FAX：088-855-3906
E-mail info@moritomidori.com

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.moritomidori.com/


